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乳幼児とふれあう
－保育体験をしてみましょう－

中学生・高校生対象のプログラム　（プログラム集１ー⑤P26～P29）

１　本時の目標

　子どもの心身の発達や環境とのかかわりについて認識させ、子どもと適切にかかわることができるよ

うにする。

２　評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

子どもの健全な発達に
関心をもち、子どもと
積極的にかかわろうと
している。

子どもの心身の発達や
環境とのかかわりにつ
いて考えている。

子どもと適切にかかわ
ることができる。

子どもの発達や生活に
ついて理解している。

３　展開例（時間：100分程度）

生徒の活動 教師の働きかけ、評価

導
入
５
分

○「ワーク１」を確認し、保育体験の準備をする。 ○身だしなみ、持参するおみやげ、保育体験を
するクラス、子どもとかかわる上での注意事
項を確認させる。

○事故防止に留意させる。

展
開
85
分

○園の先生や子どもたちに挨拶し、諸注意を受
ける。

○生徒が子どもたちと交流する様子を観察す
る。

○クラスに入り、子どもと一緒にその日の活動
に参加する。

☆積極的に子どもとかかわろうとしている。
＜関心・意欲・態度＞

☆子どもの発達を考慮して、かかわっている。 
＜思考・判断＞

○うまくかかわることができない生徒には助言
をしたり、子どもとのかかわり方について具
体的に指導する。

○子どもの発達や生活を理解して、適切にかか
わっている。 ＜知識・理解＞＜技能・表現＞

○できるだけ多くの子どもとかかわることがで
きるように促す。

○おみやげを渡す。
○園の先生や子どもたちに挨拶し保育体験を終
了する。

○持参したおみやげが子どもの発達に適してい
たか、確認する。
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手引第Ⅱ章

資料

ま
と
め
10
分

○ワーク２を記入し、保育体験のまとめをする。 ○保育体験を振り返り、ワーク２に記入し、ま
とめを行う。

☆自分の活動を振り返り、まとめている。
＜技能・表現＞

○次時は、今日の保育体験のまとめと発表を行
うことを伝える。

　　保育体験観察簿の例
生　徒　氏　名

 服装が整っている

 挨拶ができている

 子どもと積極的にかかわっている

 子どもの年齢や発達を考えてかかわっている

 言葉遣いが適切である

 態度が適切である

 先生の指示を仰ぎ行動している

 その日の活動を理解して参加している

＊指導上の留意点

○この事例は100分（50分授業を２時間分）で設定をしたものであるが、学校の状況によっては時間

設定は異なることも考えられる。

○長期休業中や学期末の特別時間割等を活用することができる。また、学校家庭クラブ活動の一環とし

て位置づけることもできる。


